
　

２
月
23
日
、
総
務
産
業
建
設
委
員
会
は
町
の
農
業
委
員

会
と
意
見
交
換
会
を
行
い
、
瑞
穂
町
の
農
業
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

福
島
の
原
発
事
故
以
来
、
放
射
能
の
影
響
に
よ
る
風
評

被
害
で
、
お
茶
の
販
売
不
振
が
依
然
続
い
て
お
り
、
生
産

者
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
事
や
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
と
後
継
者
問
題
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
不

耕
作
地
も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
の
現
状
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
生
産
者
が
こ
れ

か
ら
も
農
業
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
、
環
境
整
備
や

販
路
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
る

と
し
て
、
農
業
活
性
化
を
図

る
た
め
に
積
極
的
な
支
援
を

お
願
い
し
た
い
と
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
課
題
解
決

の
為
に
調
査
研
究
し
、
行
政

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

意見交換会の様子
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総務産業建設委員会

厚生文教委員会

農
業
委
員
会
と
意
見
交
換
会

２カ所の郷土資料館を視察

駅
西
・
殿
ヶ
谷
区
画
整
理
の
現
地
を
視
察

ふるさと文化会館での視察の様子

殿ヶ谷区画整理地での視察の様子

　町の新郷土資料館整備計画に対し、１月１９日、
「清瀬市郷土博物館」と「練馬区立ふるさと文化
会館」の視察を行いました。施設職員から説明を
受け、意見交換を行いました。
その結果、
　・郷土資料館の常設展示で集客を期待するのは
　　困難
　・来客の多くは企画展と体験イベント
　・資料の保管場所や調査・研究のスペースが狭
　　いことに苦慮している
　・映像は有効な手段である
などを学んできました。
　委員会は、これらを参考に、基本設計内容を検
討し、「新郷土資料館」建設に向け、町に提言を
提出する予定です。

　委員会は、本格運行から１年を経過した福祉バスに
ついて、
　・日中の乗降客が極めて少ない
　・乗車対象者が限られている
　・巡回時間は短縮されたものの目的地まで行くには
　　時間がかかり過ぎる
　・申請手続きが大変
　・学童保育の児童が対象になっていない
など、現在の問題点や課題について調査してきました。
４月２日、町に対し次の提言を提出しました。

　委員会は、担当部局に質疑および改善の要望をし
てきたが、改善の方向性が見えなかった。このまま、
日中、空のバスを走らせ続けることに対して、住民
の理解を得ることは難しい。本格運行から１年が経
過する今、半年先を目途に、「福祉バス」をゼロベ
ースで見直すべきと考える。
　コミュニティーバスやデマンド型バスなど、多く
の人が乗車でき、使い勝手のいいバスに見直すべき
と提言する。

【提言】半年先を目途に見直すべき

　

２
月
22
日
箱
根
ケ
崎
駅

西
・
殿
ヶ
谷
区
画
整
理
の

現
地
を
視
察
し
、
現
在
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通

し
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

24
年
度
は
、
事
業
費
ベ

ー
ス
で
箱
根
ケ
崎
駅
西
区

画
整
理
は
約
69
％
、
殿
ヶ

谷
区
画
整
理
は
約
67
％
の

進
捗
率
を
目
指
す
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

福祉バスのあり方について提言

災害に強いまちづくり特別委員会
町に要望

六道山の石畑給水所に設置されている手押しポンプ

を
開
催
し
ま
す
。

◎３月議会での審議内容
◎議会に対する意見や提案

報告内容

午後７時

午後７時

午後２時

午後７時

午後７時

午後２時

武蔵野コミュニティセンター

元狭山コミュニティセンター

殿ケ谷会館

町民会館

長岡コミュニティセンター

石畑会館

５月

　２６日(土)

５月

　２７日(日)

日　程 時　間 会　　　　場

　２月２日、災害に強いまちづくり特別委員会は、今回のような
大災害が発生した場合、近隣自治体や企業のみならず、遠隔地に
ある自治体との連携も必要であることから、自治体スクラム支援
体制構築への取り組みを、また、災害時、水の確保については、
協力を頂ける方の井戸に手押しポンプの設置を速やかに図るよう、
正副委員長により町に対し、要望を行いました。


